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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

6.25　『ある晴れた日に』
（６月11日・早掛沼公園にて）
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50,780人（50,781人）  ６月１日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月の統計

男 24,992人（24,992人） 世帯数 21,539世帯
女 25,788人（25,789人） （21,520世帯）



( 2 )

　

参
議
院
は
、
衆
議
院
と
と
も
に

国
政
上
重
要
な
役
割
を
果
た
す

機
関
で
す
。

　

今
回
の
通
常
選
挙
は
、
参
議
院

議
員
の
半
数
（
青
森
県
選
挙
区
選
出
議

員
１
名
、
比
例
代
表
選
出
議
員
48
名
）
を

改
選
す
る
も
の
で
す
。
21
世
紀
の

日
本
の
政
治
に
、
夢
と
希
望
を
託

す
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な

い
で
、
あ
な
た
の
大
切
な
１
票
を

国
の
政
治
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

選　

挙　

権

投
票
で
き
る
方

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
、
転
居
・
転
入
・
転
出
等
に
よ
り
、
投
票

所
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
年
齢
要
件
〉

昭
和
59
年
７
月
12
日
以
前
に
出
生
し
た
方

〈
住
所
要
件
〉

　

平
成
16
年
３
月
23
日
ま
で
に
、
む
つ
市
の
住

民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）に
登
録
の
届
け
出
を

し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方

〈
市
内
で
転
居
し
た
方
〉

　

平
成
16
年
６
月
23
日
以
降
に
市
内
で
転
居
の

届
け
を
出
し
た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
転
出
し
た
方
〉

　

平
成
16
年
３
月
11
日
以
降
に
む
つ
市
か
ら
他

の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
て
、
ま
だ
転
出
先
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
の
選
挙

権
は
む
つ
市
に
あ
り
ま
す
。

〈
転
入
し
た
方
〉

　

平
成
16
年
３
月
24
日
以
降
に
他
の
市
町
村
か

ら
む
つ
市
に
住
所
を
移
し
た
方
は
、
以
前
に
住

ん
で
い
た
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い

れ
ば
、
転
出
し
て
か
ら
４
か
月
は
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
行
っ
て
投
票
す

る
か
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
な
い
方

　

・
成
年
被
後
見
人

　

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の
執
行
が
終
わ

る
ま
で
の
者
（
刑
の
執
行
猶
予
中
の
者
は
除
か

れ
る
）

　

・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に
よ

り
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の
刑
の
執
行

猶
予
中
の
者
、
並
び
に
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙

権
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者

　

・
現
に
当
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
修
学

の
た
め
他
市
町
村
の
寮
・
下
宿
等
に
居
住
し
て

い
る
学
生
の
住
所
は
、
そ
の
寮
・
下
宿
等
が
原

則
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
当
市
で
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
寮
・
下
宿
等
が
家

族
の
居
住
地
に
近
接
す
る
地
に
あ
り
、
休
み
以

外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る
必
要
が
あ
る
等
、

特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

投
票
の
方
法

〈
投
票
用
紙
の
色
分
け
〉

　

・
青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は

『
薄
い
黄
色
』の
紙
色
に
『
黒
色
の
イ
ン
ク
』で
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

・
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は
、『
白

色
』の
紙
色
に『
赤
色
の
イ
ン
ク
』で
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
投
票
の
順
序
〉

　

・
投
票
は
、
青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投

票
を
先
に
行
な
い
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

の
投
票
を
後
に
行
な
い
ま
す
。

夜８時は

通常選挙の投票日です

　投票所入場券は

発行していません　

　むつ市では、投票所入場券は発行し

ていませんので、投票できる方は、直

接あなたの投票所で投票してください。

　参議院の比例代表選挙は、【非拘束名簿式】となり候補者氏名ま

たは政党名を書いて投票します。

（２００４年・第５８５号）
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〈
投
票
す
る
際
の
注
意
〉

　

・
青
森
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
は
、
個
人
に
投

票
を
し
ま
す
。
投
票
用
紙
に
『
候
補
者
の
氏
名
』

を
一
人
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、
個
人
ま
た
は
政

党
に
投
票
し
ま
す
。
投
票
用
紙
に
は
『
候
補
者

の
氏
名
ま
た
は
政
党
の
名
称（
略
称
で
も
よ
い
）』

を
ひ
と
つ
だ
け
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

・
投
票
用
紙
に
他
の
選
挙
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
て
投
票
す
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
誤

り
の
な
い
よ
う
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
代
理
投
票
も
で
き
ま
す
〉

　

・
手
や
腕
の
故
障
な
ど
で
字
の
書
け
な
い
方
や
、

文
字
の
読
み
書
き
が
十
分
で
な
い
方
は
、
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
の
う
え
、

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
い
た
し
ま
す
。

期
日
前
・
不
在
者
投
票

　

選
挙
人
の
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
従
来
の
不
在
者
投
票
を
改
め
、
選
挙
期
日
前

に
お
い
て
も
選
挙
期
日
同
様
、
投
票
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
『
期
日
前
投
票
制
度
』が
公
職
選
挙
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
は
、
選
挙
期
日
（
投
票
日
）に
投
票
所
に
お

い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

期
日
前
投
票
制
度
は
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
、

選
挙
期
日
と
同
じ
く
投
票
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
（
つ
ま
り
、
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
）仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
選
挙
期
日
に

仕
事
や
用
務
が
あ
る
な
ど
、
従
来
行
な
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
不
在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
方
々
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
由
に
よ
っ
て
は
従
来
ど
お
り
の
不
在

者
投
票
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
〉

６
月
25
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
、
土
曜
日
・
日

曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

〈
期
日
前
投
票
の
受
付
時
間
〉

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

〈
期
日
前
投
票
を
行
な
う
場
所
〉

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
市
役
所
新
庁
舎
１
階
）

〈
期
日
前
投
票
の
方
法
〉

　

宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

宣
誓
書
の
用
紙
は
同
事
務
局
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在
宅
投
票
）〉

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
の
不
在
者

投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、
投
票
日
の
４
日
前（
７

月
７
日
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
人
が
署
名

し
た
請
求
書
に
郵
便
投
票
証
明
書
を
添
え
て
選

挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

７月11日の日曜日、朝７時～　

　参議院議員通常

この選挙について詳しくは

むつ市選挙管理委員会

�22-1111（内線 780・782）

�22-7678（直通）　　　　

　期日前投票所において投票を予定している方で、身体

に困難をかかえており庁舎内の移動など、一連の投票行

動に不安をお持ちの場合は、事前に選挙管理委員会にご

連絡くださるか、総合案内（市役所正面玄関入って右側）

にお申し出ください。投票が終わるまでの庁舎内の移動

は選挙管理委員会の職員が介助させていただきます。

（２００４年・第５８５号）
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お確かめください

あ な た の 投 票 所
最近住所が変わった方は、前もって投票所をご確認ください。

投票所の場所がわからない場合は、市選挙管理委員会にお問い合わせください。

投票区 投票所 投票区域

第 １投票区 柳 町 保 育 所 柳町一丁目～二丁目、柳町三丁目（４番～６番）、栗山町、上川町、上川

第 ２ 投票区 柳 町 集 会 所 柳町三丁目（４番～６番を除く区域）、柳町四丁目、女館、槌川目、前田、道向

第 ３ 投票区 田 名 部 町 集 会 所 本町、田名部町

第 ４ 投票区 横 迎 町 集 会 所 横迎町一丁目～二丁目

第 ５ 投票区 熊 野 神 社 社 務 所 新町

第 ６ 投票区 小川町摩利支尊天堂 小川町一丁目（７番～９番）、小川町二丁目

第 ７ 投票区 星 美 幼 稚 園
小川町一丁目（７番～９番を除く区域）、金谷一丁目（９番～23番）

松山町、石上谷、長坂、立山、二又、後田、松山、新川町、第二松山団地、小松ケ丘

第 ８ 投票区 市役所市民ルーム 金谷一丁目（１番～８番）、金谷二丁目、緑ヶ丘、十二林、美里町、頭梨子、岩菜、矢立山、みちのく荘

第 ９ 投票区 中央町内会集会所 中央一丁目～二丁目

第10投票区 海老川コミュニティセンター 海老川町、緑町、昭和町（１番～６番）、仲町（８番）

第11 投票区 下 北 町 集 会 所 港町、下北町

第12投票区 こ ば と 幼 稚 園 昭和町（７番～全部）、仲町（８番を除く区域）、若松町

第13投票区 苫 生 小 学 校 苫生町一丁目～二丁目、金曲一丁目

第14投票区 金 曲 集 会 所 金曲二丁目～三丁目、南町、赤川町、松原町、赤川ノ内並木

第15投票区 大曲コミュニティセンター 大曲一丁目～三丁目、南赤川町、一里小屋、釜臥荘、しもきた療育園

第16投票区 品 ノ 木 集 会 所 品ノ木、酪農

第17投票区 土 手 内 集 会 所 赤坂、土手内、和泉町

第18投票区 斗南岡生活改善センター 斗南岡、最花

第19投票区 樺 山 集 会 所 宮後、尻釜、樺山

第20投票区 漁民研修センター北関根分館 名古平、南名古平、清平、南関根、北関根、高梨、水川目、出戸、名子

第21投票区 関根浜漁民研修センター 美付、浜関根

第22投票区 漁民研修センター烏沢分館 川代、烏沢、新田

第23投票区 金谷沢生活改善センター 大室平、金谷沢、神山、陽幸園

第24投票区 奥 内 小 学 校 二又、今泉、第二石蕨平、奥内、浜奥内

第25投票区 近 川 集 会 所 近川、恵光園

第26投票区 中 野 沢 集 会 所 中野沢、中野沢開拓

第27投票区 山 田 町 集 会 所 山田町（６番～全部）、文京町（21番～全部）、越葉沢、松森町、荒川町、つつじヶ丘

第28投票区 大 平 小 学 校 山田町（１番～５番）、旭町、文京町（１番～20番）、真砂町、大平町（１番～20番）

第29投票区 大 平 町 保 育 園 並川町、大平町（21番～全部）、大湊新町

第30投票区 む つ 市 公 民 館 大湊浜町、大湊上町

第31投票区 老人憩の家福寿荘 川守町

第32投票区 宇 田 町 内 会 館 宇田町、大湊町２番50号

第 33投票区 桜 木 町 集 会 所 桜木町、第42警戒群、大湊町（２番50号を除く区域）、大近川、桜木園、第二桜台団地

第34投票区 宇曽利川町内会館 宇曽利川、堺田、大湊航空隊、早崎、石橋

第35投票区 城ヶ沢地区集会所 新城ヶ沢（中丁塚）、城ヶ沢、泉沢、永下、新之助

第36投票区 角違公民館（分館） 近沢、角違、大川目

（２００４年・第５８５号）
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市では、７月１日から９月10日までの間、ノーネクタイで

執務しております。みなさまのご理解をお願いいたします。

〈詳しくは〉

市 総 務 課 人 事 係

�22-1111内線 144

（２００４年・第５８５号）

　

身
体
障
害
者
の
巡
回
診
査
お
よ
び
更

生
相
談
が
、次
の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

【
肢
体
不
自
由
】（
市
民
体
育
館
）

７
月
12
日
（
月
）

午
前
８
時
45
分
〜
11
時

【
聴
覚
障
害
】（
下
北
文
化
会
館
）

７
月
21
日
（
水
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時

〈
対
象
者
〉

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
新
規

に
受
け
た
い
方

 

・
障
害
の
程
度
お
よ
び
等
級
が
変
わ
っ

た
と
思
わ
れ
る
方

 

・
補
装
具（
義
肢
、
装
具
等
）の
交
付
、
再

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
お
よ
び
更
生
相
談

交
付
ま
た
は
修
理
を
必
要
と
す
る
方

 

・
生
活
、
医
療
、
施
設
入
所
等
の
相

談
を
し
た
い
方

〈
持
っ
て
く
る
も
の
〉

・
印
鑑　

・
保
険
証

・
身
体
障
害
者
手
帳（
所
有
者
の
み
）

〈
そ
の
他
〉

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
新
規

に
受
け
た
い
方
で
、脳
血
管
障
害（
脳

梗
塞
等
）の
場
合
は
検
査
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
診
査
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
活
福
祉
課
障
害
福
祉
係

�
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メ
ー
ル
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で
、

身
に
覚
え
の
な
い
未
納
料
金
な
ど
を

請
求
さ
れ
た
と
い
う
『
架
空
請
求
』の

相
談
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容
を
見
る
と
『
最
終
通
告
書
』と
か

『
自
宅
に
回
収
に
伺
う
』『
給
料
の
差

し
押
さ
え
の
手
続
き
を
と
る
』と
い
っ

た
脅
し
文
句
が
並
ん
で
お
り
、
受
け

取
っ
た
人
が
不
安
に
駆
ら
れ
て
請
求

に
応
じ
て
く
る
の
を
狙
っ
た
も
の
で

す
。
使
っ
た
覚
え
が
な
い
な
ら
払
う

必
要
は
な
く
、
放
っ
て
お
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
消
費
者
側
か
ら
業
者
の

電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
『
支

払
い
拒
否
』の
連
絡
や
『
請
求
額
の
根

拠
』を
求
め
る
た
め
の
連
絡
を
す
る
こ

と
は
、
逆
に
事
業
者
に
消
費
者
側
の

個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
連
絡
は
取
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

送
ら
れ
た
『
ハ
ガ
キ
』や
『
メ
ー
ル
』は

し
ば
ら
く
の
間
保
管
し
て
お
い
た
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
コ
ー
ナ
ー

　

架
空
請
求
、
ヤ
ミ
金
融
、
悪
徳
商
法
な
ど
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

①
巧
妙
化
す
る
架
空
請
求
に
ご
用
心
！　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

〜
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
、
あ
る
日
突
然
…
〜

Re
・
Be
ワ
ー
ク
（
再
就
職
準
備
）
セ
ミ
ナ
ー

〈
い
つ
〉７
月
１
日（
木
）・
２
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
第
三
集
会
室

〈
対
象
〉

　

育
児
や
介
護
な
ど
で
仕
事
を
退
職

し
、
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
。

年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
保
育
〉

　

ご
希
望
に
よ
り
託
児
を
い
た
し
ま

す
。（
１
才
以
上
就
学
前
ま
で
・
定
員
５
名
）

〈
受
講
料
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
局

�
０
１
７

－

７
７
６

－

２
０
２
８

�
０
１
７

－

７
７
６

－

２
０
２
５

〈
ど
ん
な
〉

▼
７
月
１
日（
木
）

『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
礎
』

〜
好
感
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
み
だ
し
な
み
〜

講
師
・
資
生
堂
㈱
青
森
支
社

佐　

藤　

は
る
み　

氏

『
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス
』ほ
か

▼
７
月
２
日（
金
）

『
再
就
職
市
場
の
動
向
』

講
師
・
む
つ
公
共
職
業
安
定
所
職
業
紹
介
統
括
職
業
指
導
官

相　

川　

昭　

治　

氏

『
再
就
職
す
る
と
き
の
心
が
ま
え
』

〜
私
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜

講
師
・
ロ
シ
ア
語
通
訳
者

椛　

沢　

孝　

子　

氏

『
私
の
再
就
職
』ほ
か

【
注
意
事
項
】

 

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
、
絶
対

に
応
じ
な
い

 

・
見
知
ら
ぬ
業
者
に
は
、
一
切
連
絡
を

し
な
い

 

・
請
求
電
話
な
ど
で
脅
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
警
察
に
相
談
す
る

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
む
つ
相
談
室

�
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市
税
・
介
護
保
険
料
の
第
１
期
納
期

限
は
６
月
30
日（
水
）で
す
。

　

６
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
る
図
の

よ
う
な
納
付
書
で
、
二
重
納
付
に
な
ら

な
い
よ
う
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（２００４年・第５８５号）

自
動
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
30
日
（
水
）
で
す

　

自
動
車
税
は
、
納
期
限
ま
で
に
お
近

く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
等
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
通
知
書
に
付
い
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、
車
検
証
と
一
緒
に
保

管
し
て
お
き
ま
す
と
、
車
検
の
際
に
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
、
大
変
便
利
で
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や
、

自
動
車
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
む
つ

県
税
事
務
所
納
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
に
つ
い
て

　

自
動
車
環
境
対
策
の
観
点
か
ら
、

排
出
ガ
ス
お
よ
び
燃
費
性
能
の
優
れ

た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
そ
の
排
出
ガ
ス
性
能
に
応

じ
て
税
率
を
軽
減（
軽
課
）し
、
新
車

新
規
登
録
か
ら
、
一
定
の
年
数
を
経

過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車

に
つ
い
て
は
税
率
を
重
く
（
重
課
）す

る
制
度
（
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
）

が
平
成
14
年
度
分
の
自
動
車
税
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
納
税
課

�
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次の自動車については、開始年度以降税率が重くなります。

対象自動車 重課開始年度 税率

ガソリン車

Ｌ Ｐ Ｇ 車

平成３年３月31日までに

新車新規登録されたもの
平成16年度

お お む ね

10％を重課

平成４年３月31日までに

新車新規登録されたもの
平成17年度

上 記 以 外

の 自 動 車

平成５年３月31日までに

新車新規登録されたもの
平成16年度

平成６年３月31日までに

新車新規登録されたもの
平成17年度

※電気自動車、メタノール自動車、天然ガス自動車、一般乗合用バス、被けん引車を除く。

次の自動車については、グリーン化税率（軽減税率）の適用が終了

となりますので、終了年度以降は通常の税率が適用されます。　

新車新規登録の時期 軽減税率終了年度

平成13年度 平成15年度でグリーン化税率終了

平成14・15年度 平成16年度でグリーン化税率終了

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
税
額
の
う
ち
均
等
割
額

と
平
等
割
額
を
７
割
・
５
割
・
２
割
の

３
段
階
で
軽
減
す
る
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
軽
減
制
度
の
う
ち
、
２
割
軽
減

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

２
割
軽
減
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
２
割
軽
減
申
請
の
手
続
き

方
に
は
、
す
で
に
『
国
民
健
康
保
険
税

２
割
軽
減
申
請
書
』を
送
付
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
８
月
31
日
（
火
）ま
で
に
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
手
続
き
が
期
限
を
過
ぎ

ま
す
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�
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市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納

税
の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
納
税

貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
）

を
全
期
前
納
分
の
納
付
書
で
納
期
限
ま

で
に
納
付
す
る
と
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
が
、
７
月
１
日
（
木
）以
降
に

納
付
さ
れ
て
も
交
付
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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１
１
１
内
線
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９
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９
６

今

月

の

税

金

の

お

知

ら

せ

所
得
税
の
源
泉
徴
収
制
度
に
つ
い
て

　

会
社
な
ど
が
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
か
ら
所
得
税
を
差
し
引
い
て
税
務
署

へ
納
付
す
る
仕
組
み
の
こ
と
を
『
所
得

税
の
源
泉
徴
収
制
度
』と
い
い
ま
す
。

【
毎
月
の
源
泉
徴
収
】

　
　

給
与
所
得
者
が
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
は
、
健
康
保

険
料
や
厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
差
し
引
い
た
後
の
給
与
等
の
金
額

に
応
じ
て
『
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額

表
』
に
よ
っ
て
求
め
た
所
得
税
額
が
源
泉

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
年
末
調
整
】

　
　

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
１

年
間
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
の
過
不
足
額
の
精
算

を
『
年
末
調
整
』
と
い
い
ま
す
。
な
お
、

平
成
11
年
分
以
降
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

定
率
減
税
（
注
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
）
定
率
減
税
額
は
、
平
成
16
年
分
の
所
得
税
額

の
20
％
相
当
額
で
す
。（
20
％
相
当
額
が
25
万
円
を

超
え
る
場
合
は
、
25
万
円
が
限
度
に
な
り
ま
す
。）

【
給
与
所
得
控
除
】

　
　

給
与
所
得
者
に
は
、
勤
務
に
伴
う
費
用

な
ど
を
概
算
的
に
控
除
す
る
と
い
う
性
格

を
も
っ
て
い
る
給
与
所
得
控
除
の
適
用
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
給
与
所
得
だ
け
に

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
事
業
所
得
な
ど

の
必
要
経
費
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

（
注
）
特
定
の
支
出
（
通
勤
費
や
研
修
費
な

ど
）
が
給
与
所
得
控
除
額
を
上
回
る
場
合

に
は
、
さ
ら
に
そ
の
上
回
る
部
分
の
金
額

を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

特
定
支
出
控
除
と
い
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
務
署
調
査
部
門

�
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（２００４年・第５８５号）

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
教
室

〈
い
つ
〉７
月
11
日（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
ル
ー
ム
』

〈
ど
ん
な
〉

　

体
調
に
合
わ
せ
て
、
筋
肉
痛
用
の

ア
ロ
マ
ジ
ェ
ル
を
調
合
し
ま
す
。
そ

し
て
、
ご
家
庭
で
も
で
き
る
『
肩
〜

首
〜
頭
』の
マ
ッ
サ
ー
ジ
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
肩
こ
り
だ

け
で
は
な
く
、
目
や
頭
の
疲
れ
に
も

お
勧
め
で
す
。

〈
対
象
〉中
学
生
以
上

〈
準
備
す
る
も
の
〉タ
オ
ル
１
枚

（
洗
顔
時
に
使
用
す
る
よ
う
な
も
の
）

〈
定　

員
〉25
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
講　

師
〉国
際
セ
ラ
ピ
ス
ト

伊　

藤　

雅　

代　
氏

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
ま
た
は
直
接
受
付
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48

－

２
７
７
７

　

ア
イ
デ
ィ
ア
と
地
域
資
源
を
活
用

し
て
、
地
域
を
元
気
に
す
る
『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｃ
Ｂ
）』、
地
域
で

話
題
と
な
っ
て
い
る
技
術
や
商
品
の

ビ
ジ
ネ
ス
化
に
挑
戦
す
る
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｃ
Ｖ
）』の
推
進
・

創
業
を
支
援
す
る
た
め
、
無
担
保
で

低
利
な
融
資
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。

【
Ｃ
Ｂ
の
事
業
例
】

　

高
齢
者
へ
の
配
食
、
車
イ
ス
移

送
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス

ト
ラ
ン
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

日
常
生
活
支
援
、
廃
油
リ
サ
イ
ク

ル
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
出
張

理
美
容
な
ど

売
掛
金
の
有
効
活
用
を
！

売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
者
が
売
掛

先
に
対
し
て
保
有
し
て
い
る
売
掛
債
権

を
担
保
と
し
た
融
資
に
対
す
る
保
証
を

行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
の

事
業
資
金
の
融
通
に
つ
い
て
円
滑
化
・

多
様
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

保

証

対

象

事
業
者
に
対
す
る
売
掛
債
権
を
保
有
す
る
中
小
企
業
者

対

象

資

金

事
業
資
金

保

証

限

度

額

１
億
円
以
内（
た
だ
し
、
保
証
割
合
は
借
入
金
債
務
の
90
％
）

保

証

期

間

１
年
間（
個
別
保
証
の
場
合
は
１
年
以
内
）

貸

付

形

式

手
形
貸
付

保

証

料

率

年
0.85
％

返

済

方

法

期
日
一
括
返
済

担

保

申
込
人
の
有
す
る
売
掛
債
権
の
み
を
譲
渡
担
保
と
し
て
徴
求
す
る

保

証

人

法
人
代
表
者
以
外
の
保
証
人
は
徴
求
し
な
い

取

扱

金

融

機

関

こ
の
制
度
に
賛
同
す
る
金
融
機
関

【融資制度の概要】

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
資
金

地
域
を
元
気
に
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

の
ご
案
内

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
業
資
金

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス（
Ｃ
Ｂ
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｃ
Ｖ
）

融

資

対

象

者

事
業
者
ま
た
は
創
業
予
定
者

創
業
者

１
事
業
者
あ
た
り
貸
付
限
度
額

300
万
円

500
万
円

貸
付
期
間
（
据
置
期
間
）

５
年（
１
年
）

７
年（
１
年
）

貸

付

利

率

２
％

担

保
・

保

証

人

無
担
保
・
保
証
人
は
原
則
１
名

融

資

受

付

期

間

平
成
16
年
７
月
〜
平
成
17
年
３
月
末

融

資

受

付

場

所

青
森
銀
行
、
み
ち
の
く
銀
行
、
あ
お
も
り
信
用
金
庫

東
奥
信
用
金
庫
、
八
戸
信
用
金
庫
、
十
和
田
信
用
金
庫

青
森
県
信
用
組
合
、
商
工
組
合
中
央
金
庫

【
Ｃ
Ｖ
の
事
業
例
】

　

酒
造
り
に
使
用
す
る
水
と
、
県

産
大
豆
で
作
っ
た
無
添
加
の
豆
腐
・

豆
乳
の
販
売
な
ど

〈
融
資
申
込
の
前
に
…
〉

　
『
Ｃ
Ｂ
認
定
』ま
た
は
『
Ｃ
Ｖ
認

定
』が
必
要
で
す
。

〈
認
定
申
請
書
〉

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
青
森

県
経
営
振
興
課
、
賛
同
金
融
機
関

で
入
手
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
経
営
振
興
課

街
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
グ
ル
ー
プ

� 

０
１
７

－

７
３
４

－

９
３
７
３

 

０
１
７

－

７
３
４

－

８
１
０
７

　

む
つ
市
で
は
、
青
森
県
信
用
保
証

協
会
と
、
中
小
企
業
者
の
事
業
資
金

に
か
か
る
借
入
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

特
別
保
証
制
度
と
売
掛
債
権
担
保
融

資
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
中
小
企
業
者
の
ご
利
用
し
や

す
い
制
度
と
し
て
、
き
め
細
や
か
な
対

応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

簡
易
小
口
資
金

近
代
化
資
金

保
証
金
額

１
千
万
円

２
千
万
円

期

間

運
転
・
設
備　

７
年
以
内

10
年
以
内

貸
付
利
率

１
年
以
内
…
3.8
％

１
年
超
…
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
＋
0.6
％
以
内

保

証

料

年
率
1.28
％
以
内

市
が
全
額
負
担

期
間
２
年
以
内

市
が
全
額
負
担

期
間
２
年
超

市
が
全
期
間
の
半
額
負
担

　

融

資

の

ご

案

内　
〈詳しくは〉

青森県信用保証協会 �22-1204　　　　

市商工観光課商工労政係 �22-1111内線 542
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（２００４年・第５８５号）

基本施策③仕事と家庭の両立支援

施策の方向　（１）保育・介護など福祉施設サービスの充実

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

88 保育所等施設サービスの整備・充実 保育に欠ける乳幼児を保育するために、保育所等施設の整備・充実を図ります。 児童家庭課 Ｂ

89 介 護 サ ー ビ ス 情 報 の 整 備
制度に関するパンフレット、ポスターおよび広報等の媒体を活用して情報の提供を行ない、制度の周知とサー

ビス利用についての広報活動に努めます。
介護福祉課 Ａ

90 老 人 福 祉 施 設 等 の 整 備 利用者本位の視点に立ち、高齢者向け施設の整備促進に努めます。 介護福祉課 Ａ

91 在宅介護支援センターの整備・充実
在宅介護支援センターの適切な配置により、在宅の要援護高齢者またはその家族等の在宅介護に関する総合的な相談に応じ、ニー

ズに合った保健・福祉サービスが受けられるよう、関係行政機関およびサービス事業者等の連絡調整を行ないます。
介護福祉課 Ａ

92 特 別 保 育 事 業 の 推 進 多様化する保育需要に対応するため、特別保育事業（障がい児保育・一時保育・延長保育・乳児保育等）を実施します。 児童家庭課 Ｂ

施策の方向　（２）家事・育児・介護などをともに担える環境づくり

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

93 労 働 時 間 短 縮 の 促 進
労働時間と余暇時間のバランスのとれた生活ができるよう、労働時間短縮、週休２日制の導入等について啓

発資料を提供し、事業主等に働きかけます。（再掲８２）
商工観光課 Ａ

94 育児・介護休業法の周知と利用の促進 育児・介護休業法に関するパンフレットの配布等により、周知とその利用促進に努めます。（再掲７７） 商工観光課 Ａ

95 介 護 サ ー ビ ス 情 報 の 整 備
制度に関するパンフレット、ポスター及び広報等の媒体を活用して、情報の提供を行ない、制度の周知とサー

ビス利用についての広報活動に努めます。（再掲89）
介護福祉課 Ａ

96 男女間の理解と協力の意識啓発 家事・育児・介護などが、ともに助け合えるよう意識啓発に努めます。（再掲5） 関　係　課 Ｃ

97 相 談 関 係 機 関 と の 連 携 強 化 国・県等をはじめ関係機関と連携・協力し、ともに働きやすい環境づくりを進めます。 関　係　課 Ａ

98 家 庭 看 護・ 介 護 教 室 の 開 催
看護・介護をしている家族や近隣援助者等を対象に、家庭においての看護・介護方法や効果的記録方法等と、

それに携わる人の健康づくり等についての知識や技術を習得してもらいます。（再掲２）

健康推進課

介護福祉課
Ａ

99 介 護 保 険 給 付 関 係 事 業 の 実 施 介護保険法に基づき、介護や支援が必要となった被保険者に対し各種介護サービスを提供します。 介護福祉課 Ａ

100 なかよし会（放課後児童健全育成事業）の推進 共働き等により、昼間保護者がいない家庭の小学校低学年児童の育成指導をするために、なかよし会を実施します。 児童家庭課 Ａ

101 特 別 保 育 事 業 の 推 進 多様化する保育需要に対応するため、特別保育事業（障がい児保育・一時保育・延長保育・乳児保育等）を実施します。（再掲９２） 児童家庭課 Ｂ

102 乳 幼 児 健 康 相 談 の 実 施 乳幼児の健康についての相談の実施と、保健指導に努めます。 健康推進課 Ａ

103 ハローベビー教室（両親学級）の開催 出産を予定している夫婦を対象に、妊娠・出産・育児の心構えや実技指導を実施し、父親の役割や育児参加の大切さを講習します。 健康推進課 Ａ

104 保育サポーター・子育てメイト支援
子育て活動支援のため、関係機関と連携を密にし、情報交換や研修会などにより資質の向上を図り、その活

動を支援します。

商工観光課

児童家庭課
Ｃ

施策の方向　（３）子育て支援体制の充実

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

105 なかよし会（放課後児童健全育成事業）の推進 共働き等により、昼間保護者がいない家庭の小学校低学年児童の育成指導をするために、なかよし会を実施します。（再掲１００） 児童家庭課 Ａ

106 特 別 保 育 事 業 の 推 進 多様化する保育需要に対応するため、特別保育事業（障がい児保育・一時保育・延長保育・乳児保育等）を実施します。（再掲９２） 児童家庭課 Ｂ

107 エ ン ゼ ル プ ラ ン の 推 進 新エンゼルプランに基づき、子育て支援体制の充実を図ります。 児童家庭課 Ｃ

108 乳 幼 児 健 康 相 談 の 実 施 乳幼児の健康についての相談の実施と、保健指導に努めます。（再掲１０２） 健康推進課 Ａ

109 子育てに関する情報提供と相談の充実
母の育児負担感、育児不安、父の育児参加状況を把握し、安心して育児ができるような家庭環境づくりのた

めの情報提供と相談の充実を図ります。また、必要に応じ子育て支援機関の紹介をします。
健康推進課 Ａ

110 ハローベビー教室（両親学級）の開催
出産を予定している夫婦を対象に、妊娠・出産・育児の心構えや実技指導を実施し、父親の役割や育児参加

の大切さを講習します。（再掲１０３）
健康推進課 Ａ

111 保育サポーター・子育てメイト支援
子育て活動支援のため、関係機関と連携を密にし、情報交換や研修会などにより資質の向上を図り、その活

動を支援します。（再掲１０４）

商工観光課

児童家庭課
Ｃ



( 9 )

むつ市男女共同参画推進実施計画 （その３）
計画策定の趣旨

　むつ市では、人々の意識や社会の慣行等を見直し、男女が互いに人権を尊重し、性別にとらわれることなく、その個性と

能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして、平成14年に『むつ市男女共同参画推進基本計画～むつみあ

いプラン～』を策定しました。

　この計画に基づいて、具体的に施策・事業等を推進するために『むつ市男女共同参画推進実施計画』を策定するものです。

計画の期間

　実施計画の期間は、平成16年度から平成20年度までの５年間とします。

実施期間の定義

Ａ・現在実施している事業で、今後も継続する。

Ｂ・現在実施している事業で、計画期間内に事業の拡大・拡充を図っていくもの。

Ｃ・新規事業として計画期間内に実施予定のもの。

Ｄ・事業として実施すべきであるが、検討していくもの。

計画の推進

　事業は、市民で構成する『むつ市男女共同参画推進懇話会』等の意見や要望を聴きながら、担当課が主体的に実施し、事業

の進捗状況の把握・点検は、庁内に設置している『むつ市男女共同参画推進検討委員会』において行ないます。

　また、社会情勢などを考慮して、必要に応じて見直しを行ないます。

※一つの事業が実施計画の複数の項目に該当する場合には『再掲』とし、事業番号を記載しています。

〈詳しくは〉

市男女共同参画室

�22-1111内線 220

（２００４年・第５８５号）

基本目標Ⅲ・働きやすい環境づくり 基本施策②農林水産業、自営業における労働環境の改善

施策の方向　（１）女性の労働条件の改善

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

82 労 働 時 間 短 縮 の 促 進
労働時間と余暇時間のバランスのとれた生活ができるよう、労働時間短縮、週休２日制の導入等について啓

発資料を提供し、事業主等に働きかけます。
商工観光課 Ａ

83 パートタイム労働者、家内労働者への啓発
パートタイム労働者、家内労働者の労働内容の向上と権利を守るため、パートタイム労働法・家内労働法につ

いての周知・啓発を図ります。（再掲７１）
商工観光課 Ａ

84 漁村女性はつらつライフ事業の支援
漁協婦人部の育成強化に努め、漁村女性グループの活性化を促すとともに、働く女性の地位向上と漁村の活

性化および沿岸漁業の振興を支援します。
水　産　課 Ａ

85 働 く 女 性 の 労 働 環 境 の 把 握 働く女性の労働条件、福利厚生事業等の実態を把握し、労働環境の整備に努めます。 商工観光課 Ａ

86 自 営 業 に 対 す る 啓 発 自営業で働く女性の生活時間や労働状況等について把握し、女性の労働環境の改善に努めます。
商工観光課
農林畜産課
水　産　課
農業委員会

Ａ

施策の方向　（２）家族経営協定等の推進

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

87 家 族 経 営 協 定 等 の 啓 蒙・ 促 進
農業等の家族従事者の労働価値を適正に評価し、経営上の役割分担や地位を明確にするため、労働報酬、経
営方針の決定、収益配分、労働時間・休日等について家族で話し合って定めるもので、女性の労働環境の整備、
経営への参画が期待される家族経営協定等の啓蒙・促進に努めます。

商工観光課

農林畜産課

水　産　課

農業委員会

Ａ
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（２００４年・第５８５号）

詳しくは市立図書館へ
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  28-3400
  は休館日です。
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月

5
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26

発掘！あるある大事典　６

父 の こ と 母 の こ と

か お る

ク レ マ チ ス

永 六 輔 畠 の ラ ジ オ

人生を肯定するもの、それが音楽

ぼけせん川柳三〇〇〇句

花 よ り も 小 さ く

ミ ュ ー ズ へ の 挑 発

ブ ラ フ マ ン の 埋 葬

スイートリトルライズ

雨の日のイルカたちは

ア ッ シ ュ ベ イ ビ ー

舞闘会の華麗なる終演

臨 場

禁 じ ら れ た 楽 園

ト リ ッ プ

慟 哭

水 の 年 輪

フ ェ イ ク

紅 の 袖

語 り 女 た ち

硝 子 の ハ ン マ ー

赤 い 砂 の リ グ リ ア

巡 礼 者 た ち

検 事 霞 夕 子 風 極 の 岬

紅 の 袖

関西テレビ放送

岩 波 書 店

学 研

金 子 明 人

永　 六 輔

小 室　 等

山 藤 章 二

星 野 富 弘

桧 葉 奈 穂

小 川 洋 子

江 国 香 織

片 山 恭 一

金　原　ひとみ

茅 田 砂 胡

横 山 秀 夫

恩 田　 陸

角 田 光 代

佐 木 隆 三

薄　井　ゆうじ

楡　 周 平

諸 田 玲 子

北 村　 薫

貴 志 祐 介

三　浦　真奈美

天 童 荒 太

夏 樹 静 子

諸 田 玲 子

【 芸 術・ ス ポ ー ツ 】

【  文 学  】

村田エフェンディ滞土録

大 久 保 彦 左 衛 門

代表作時代小説　平成１６年度

乱 歩 賞 作 家 赤 の 謎

僕と彼女と彼女の生きる道

ぱ い か じ 南 海 作 戦

人 や さ き 犬 や さ き

運 の つ き

恋なんて、少し不幸ぐらいがちょうどいい

ル バ イ ヤ ー ト

世 界 の す べ て の 七 月

キ ッ ド

地球は火山がつくった

日 本 の 農 業 を 考 え る

学 習 力 ト レ ー ニ ン グ

はじめてのローマ字の本１・２・３

こ く ご で あ そ ぼ

おっちゃんの長い夏休み

このはのおかね、つかえます

き つ ね の か み さ ま

よみがえれ、えりもの森

あの世からのバトンリレー

タ ラ の 物 語

ちびねこグルのぼうけん

すてねこタイガーと家出犬スポット

子どもとでかける青森あそび場ガイド

超 高 校 級

梨 木 香 歩

津 本　 陽

日本文芸家協会

長 坂 秀 佳

橋 部 敦 子

椎 名　 誠

阿 川 弘 之

養 老 孟 司

唯 川　 恵

オマル・ハイヤーム

ティム・オブライエン

ケヴィン・ルイス

鎌 田 浩 毅

大 野 和 興

海 保 博 之

日本のローマ字社

斎 藤　 孝

岸 川 悦 子

茂 市　 久 美 子

あまん　きみこ

本 木 洋 子

木 暮 正 夫

マーク・カーランスキー

アン・ピートリ

リブ・フローデ

あおいもりマミーズねっと

ナ ン シ ー 関

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】

金

2

9

16

23

30

水

7

14

21

28

木

1

8

15

22

29

土

3

10

17

24

31

火

6

13

20

27

判 断 力

福 沢 諭 吉 の 手 紙

闇 に 活 路 あ り

友 情 に つ い て

徹底検証古史古伝と偽書の謎

イスラーム主義とは何か

シ ル ク ロ ー ド

街 道 の 日 本 史

垂 直 の 記 憶

ア ジ ア の 復 権

それでも中国は崩壊する

魂 の 森 を 行 け

反捕鯨？：日本人に鯨を捕るなという人々

ムダ足しない役所利用術

図解相続税・贈与税のしくみ

競売不動産を買うときの基礎知識

教 科 書 が 危 な い

社会人のための大学案内　２００５年度用

男 の ふ だ ん 着 物

卵・牛乳・大豆・小麦を使わないアトピッ子のお料理ブック

いつものおかずで新和風味上手！１８６

はじめてのアウトドアクッキング

はじめてのトールペイント「カントリードール」

温 泉 科 学 の 最 前 線

奥 村　 宏

福 沢 諭 吉

春 山　 満

キ ケ ロ ー

新 人 物 往 来 社

大 塚 和 夫

藤 田　 香

吉 川 弘 文 館

山野井　泰　史

中屋敷　　宏

黄　 文 雄

一 志 治 夫

丹 野　 大

関　名　ひろい

タクトコンサルティング

小 柴 一 生

入 江 曜 子

晶 文 社 出 版

鴨志田　直　樹

小 倉 英 郎

主 婦 と 生 活 社

主 婦 の 友 社

日本ヴォーグ社

西 村　 進

【 図書・評論・心理学 】

【 歴 史・ 紀 行 】

【 社 会・ 教 育 】

【 手 芸・ 料 理 】

【 健 康・ 生 活 】

市政だより掲載記事

募　集　中！！
　みなさんの身近なニュース、楽しかったことや日常

の生活で感じたことなどを紹介します。

　住所と氏名、連絡先を明記のうえ写真があれば写真

と簡単なコメント等を添えて係までお寄せください。

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線254

募　集　中！！
市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（たて5.2cm×よこ18.0cm）………31,500円

☆下１段の1/2（たて5.2cm×よこ8.9cm）…15,750円

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線252

市政だより有料広告
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『
介
護
者
の
た
め
の
催
し
』
開
催

　

ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
現
在
介
護
し

て
い
る
方
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う

な
催
し
を
月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉７
月
24
日（
土
）午

後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉み
ち
の
く
ヘ
ル
パ
ー
ス
ク
ー
ル
２
階

〈
ど
ん
な
〉み
ん
な
で
踊
る
流
し
踊
り（
坂
本
さ
ん
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　

開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

ほ
の
ぼ
の
サ
ロ
ン
事
務
局（
担
当
・
木
村
）

�

23

－

１
６
０
０

『
す
く
す
く
リ
ズ
ム
』参
加
者
募
集

　

０
才
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
体
操
、

顔
あ
そ
び
な
ど
繰
り
返
し
刺
激
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
準
備
す
る
も
の
〉

バ
ス
タ
オ
ル
、
お
や
つ
、
飲
み
物

〈
詳
し
く
は
〉

新
日
本
婦
人
の
会

長
岡 

�

22

－

６
７
１
２

『
に
こ
に
こ
リ
ズ
ム
』参
加
者
募
集

　

歩
行
が
し
っ
か
り
し
て
き
た
ら
、
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
運
動
、
集
団
あ
そ

び
を
中
心
に
、
た
く
さ
ん
身
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉

下
北
文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室

※
体
験
・
見
学
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

〈
準
備
す
る
も
の
〉お
弁
当

〈
詳
し
く
は
〉

新
日
本
婦
人
の
会

長
岡 

�

22

－

６
７
１
２

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

〈
い
つ
〉７
月
15
日（
木
）

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
定
員
〉20
名

〈
準
備
す
る
も
の
〉

 

・
エ
プ
ロ
ン

 

・
三
角
布（
ま
た
は
手
ぬ
ぐ
い
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉７
月
12
日（
月
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

中
美 

�

29

－

４
１
０
４

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
隊

『
ち
び
っ
子
・
ヤ
ン
グ
大
会
』

〈
い
つ
〉７
月
18
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉海
上
自
衛
隊
大
湊
基
地

〈
ど
ん
な
〉

 

・
体
験
航
海
…
護
衛
艦
１
隻

※
定
員
…
午
前
・
午
後
、
各
400
名

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。
乗
艦
整
理
券
は
、

む
つ
下
北
観
光
案
内
所
（
JR
大
湊
駅
舎
内
）

お
よ
び
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
で
、
７
月
５
日

（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

 

・
艦
艇
公
開
…
…
…
…
…
護
衛
艦
１
隻

 

・
航
空
機
飛
行
展
示

陸
上
自
衛
隊 

Ａ
Ｈ

－

１
Ｓ

海
上
自
衛
隊 

Ｓ
Ｈ

－

60
Ｊ

 

・
体
験
搭
乗

海
上
自
衛
隊 

Ｓ
Ｈ

－

60
Ｊ

〈
そ
の
他
〉

　

基
地
警
備
の
理
由
か
ら
、
基
地
内
へ

の
車
両
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車
場

に
つ
き
ま
し
て
は
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部
広
報
係

�

24

－

１
１
１
１
内
線
２
３
０
４

夏
の
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

学
齢
以
下
の
お
子
さ
ん
と
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
な
た
と
ご
一
緒
で

も
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
メ

イ
ト
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

７
月
12
日（
月
）・
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

『
合
同
ふ
れ
あ
い
広
場
〜
わ
ら
べ
唄
で
遊
び
ま
し
ょ
う
〜
』

８
月
24
日（
火
）・
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

８
月
27
日（
金
）・
水
源
池
公
園

８
月
30
日（
月
）・
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
月
13
日（
月
）・
水
源
池
公
園

『
合
同
ふ
れ
あ
い
広
場
〜
秋
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
〜
』

時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

〈
準
備
す
る
も
の
〉

　

お
も
ち
ゃ
、
絵
本
は
準
備
し
て
お

き
ま
す
が
、
お
や
つ
、
飲
み
物
な
ど

は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

 

・
う
わ
ば
き
は
要
り
ま
せ
ん

 

・
事
前
の
申
し
込
み
は
要
り
ま
せ
ん

〈
詳
し
く
は
〉

子
育
て
メ
イ
ト
連
絡
協
議
会

出
崎
�

22

－

３
０
９
７

小
川
�

28

－

３
５
６
５

昆
�

23

－
２
４
５
２

下北文化会館・大ホール７月の催し物案内
�４日 （日）10:30 ～ 16:00 ……………………… 《自由席 1,000 円》

 第 14 回チャリティーほたる杯カラオケグランプリ大会

�10 日 （土）・11日（日）9:30 ～ 18:00…………《自由席 600 円》

 第 46 回青森県吹奏楽コンクール青森地区大会

�18 日（日）12:30 ～ 15:30 …………………… 《自由席 500 円》

 第 19 回むつ市名士職域かくし芸大会

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411
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 Our Sister City
団　が来市しました！

　国際交流員

ター・ディビット

（２００４年・第５８５号）

なければなりませんでした。行き当たりばったりスピーチを頑

張って訳し、難しくて頭の中が混乱し、おかしな表現がいくつ

か口から出てしまいました。しかし、むつ市の人とＰＡの人が

一緒に笑っている姿を見たら、安心して自分も笑うことができ

ました。

　14日（金）は下北半島の観光

でした。ＰＡ使節団全員とホス

ト生徒が一緒に行く予定でした

が、田名部高校が試験のため、

残念ながら田名部高校の生徒

は一緒に参加ができませんでし

た。田名部高校を出発し、中西

建具センターで時雨彫り体験を

しました。中西勇太郎さんはと

ても元気で、暖かい歓迎をして

くれました。中西さんの指導で

生徒たちも大人も楽しく、時雨

彫りのしおりなどを作りました。

この様に日本の文化を勉強しながら国際交流することができ、

更に団体は中西さんから素敵なお土産をもらいました。この機

会を与えて下さり本当に心から感謝しています。

　次は霊場恐山を訪れました。恐山参詣の後宿坊で精進料理

を食べました。立派な新しい施設で豪華な食事が用意してあり

ました。お坊さんが食前のお経を読み、ＰＡの人達は、全ての

料理に挑戦して食べました。天麩羅、山菜、豆腐など多くの日

本人の生徒も初めての精進料理でしたが、全員は美味しそうに

食べていました。

　食事をしている時に日本人の

生徒とアメリカ人の生徒の交流

の観察ができ、とても面白かっ

たです。純粋の感受性が分かり、

言葉があまり通じなくても2日

間を一緒に過ごしただけでも、

よくうち解けました。この様な

行動を見て国際交流員として嬉

しかったです。

　次は釜臥山の陸奥湾展望台に

行き、むつ市と下北半島の鉞の

ハンドルの形を眺めたり、写真

を撮ったりしてから、尻屋崎の

灯台と寒立馬の所へ行きました。空は晴れ、天気に恵まれまし

たので、ゆっくり太陽の光を浴びながら、寒立馬と、お互いと

交流しました。これで観光ツアーが終わりました。

　翌朝、下北国際ふれあい会がＰＡの大人のために日本料理教

室を開催しました。むつ市公民館に於いてとても美味しい7品

の昼ご飯を作りました。ふれあい会の役員とＰＡの人と一緒に

豪華な太巻き、肉じゃが、みそ汁、白玉など作り、一緒に食べ

ました。私はいつも食べ物と料理作りは素晴らしい国際交流に

なると思っていますが、今回もその通りでした。

　食べ終わってから、尺八演奏会も用意してありました。むつ

市教育委員会の小学校担当の英語指導助手（ＡＬＴ）フランクさ

んと尺八の先輩工藤さんと尺八の先生の星和夫さんが一緒に演

奏しました。3人の穏やかで、自己反省させるような曲を聴き、

尺八も体験させてもらいまし

た。こういう風に素晴らしい国

際交流の時間を過ごしました。

　公民館でのイベント終了後、

数時間の自由時間を過ごし、

夜はもうサヨナラパーティー

でした。人数が多いため（約

220 人）通訳のことで緊張感

が上がりました。むつ市の田

頭助役が市の代表として挨拶

しました。事前に３ページ余

りの原稿をもらいましたので、

あらかじめ訳すことができた

ので、無事に訳ができたと思います。私の母国語は英語ですか

ら助役のスピーチや司会の言葉は英訳し、ＰＡの人に通じたと

思いますが、逆にＰＡ市の市長、教育長、教育委員長などのス

ピーチは和訳ですので、綺麗な日本語に訳せなかったのではな

いかと思います。

　ＰＡの生徒たちも一人ずつ、日本語で、この訪問についての

感想を発表しました。やはり、何人かが涙を流しましたが、1

人ずつは盛んな拍手を受け、楽しくもまた辛い雰囲気でした。

　翌日の朝はとうとう出発でした。使節団はむつ市を離れ京

都へ向かいます。この短い別れ

の時間に「またね」という言葉が

あちこちで聞こえました。そし

て、我々担当者が野辺地駅まで、

送っていきました。

　全体的にこの国際交流事業は

大成功だと思います。ご協力い

ただいたみなさまには、本当に

心から感謝しています。今度、

この様な機会が

あっても、私は

国際交流員の任

期を終えるため

参加できないと思いますが、みなさまの協力で

素晴らしいイベントができると思います。よろし

くお願いします。
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　5月12日から16日の 5日間、むつ市と姉妹都市の米国ワ

シントン州ポート・エンジェルス市（ＰＡ）から34名の使節団

がむつ市を訪れました。中学生、高校生23名をはじめ、ＰＡ

市長、シティー・マネジャー、教育長他たくさんの人が訪問し

ました。

　5月12日（水）、私は担当者2人と八戸駅まで使節団を迎え

に行きました。むつ市を正午に出発しました。八戸へ向かう途

中横浜町の周辺では黄色い菜の花が青空と海の綺麗な背景を

描いていました。そして、バスの中は暖かく波のような揺れの

ため眠気がおそってきました。しかし、これからの会議や歓迎

会、サヨナラパーティーなどで

の通訳について考え、緊張感が

眠気と戦い、まどろむことはし

ませんでした。

　14時 55分、予定通りＰＡ使

節団を乗せた新幹線はやてが到

着しました。子どもたちが多く、

とても賑やかなグループでした

のでバスに乗るまで時間がかか

りました。

　新幹線に忘れ物をしたらしく

駅員から、生徒の運転免許証、

ノート１冊を渡されバスに乗り

むつ市へ向かいました。

　バスの中では、使節団の大人は時差惚けで少し疲れたようで

したが、子どもたちは英語と日本語の歌を歌ったり、日本語の

自己紹介を一所懸命練習していました。下北文化会館には少し

遅れて着きましたが、ホスト・ファミリーとむつ市の職員など

から温かい歓迎受けました。ＰＡの生徒たちがバスから降りる

と、久しぶりに会う友達（元ジュニア大使、田名部高校で交流

した生徒など）が再会を喜びました。対面式で、ＰＡの生徒た

ちをホスト・ファミリーに引き渡し、期待と不安を胸にそれぞ

れの家へと向かいました。

　一方、ＰＡの大人は焼き肉レ

ストラン『一心亭』でむつ市国際

交流協会（ＭＩＲＡ）主催の夕食

会に参加しました。初めての焼

き肉だったかもしれませんが、

ＰＡの人は違和感がないように

一所懸命、肉、野菜、イカなど

を焼きながら食べたり、生ビー

ルを飲みました。お腹一杯にな

り、夕食会と１日目の日程を終

了しました。

　次の日、子どもたちはホスト

生徒と一緒にそれぞれの学校に登校しました。行政関係者と

教育関係者は2つのグループに分かれ、午前中は別々に行動

しました。

　A Visit From  
姉妹都市の使節団　

（２００４年・第５８５号）

　教育関係者のグループは、午前中むつ市の中・小学校、４校

を訪問し、午後から田名部高校へ行きました。行政関係者は私

と一緒にむつ市図書館でむつ市の職員と打ち合わせをし、その

後むつ市市長を表敬訪問をしました。

　むつ市の職員との打ち合わせは、私にとって、今回の使節

団の最初の通訳でした。ＰＡ

市長、シティー・マネジャー

と半島国際交流協会（ＰＩＲＡ）

の代表が参加し、むつ市秘書

課長、総務課長を始め、8人

が参加しました。姉妹都市の

交流などについて話し合いま

したが、全ての会話を私が通

訳しましたので、やはり大変

でした。皆が伝えたい言葉を

正確に伝えることができたか

どうかは疑問ですが、何とか、

無事に終わりました。お互い

国際交流事業を深めて行きたいと言う希望を確認ができて良

かったです。

　国際交流員として打ち合わせの流れを見ることも大変面白

かったです。日本人とアメリカ人の打ち合わせ方法は違います

のでどういう風に話しをするか考え方を観察するのは勉強にな

りました。アメリカ人は、打ち合わせの中で直接仕事に入りた

いようですが、日本人の方は仕事や提案の確認することが普通

ではないかと思いました。

　打ち合わせが終わってから、市役所へ向かいました。市長の表

敬訪問でも通訳をしました。市

長の通訳は今まで何度かしたこ

とがありますので、少し慣れて

おり、割と簡単でした。表敬訪

問を終え、私と行政関係者は田

名部高等学校へ向かいました。

　田名部高校で教育関係者と

行政関係者が合流し、関係者

と一緒に給食を食べました。そ

して、学校見学の後、歓迎式

が行われました。ビデオによる、

両市の紹介や、生徒による校

歌のバンド演奏がありました。

　その夜はむつ市長主催の歓迎夕食会が開かれました。この

夕食会ではいくつかのスピーチがあり、通訳が必要でした。こ

のスピーチは事前に渡されませんでしたので、瞬時に訳を考え
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ

　生涯学習課 内線 732 市公民館 �24-1224

　保健体育課 内線 742 市立図書館�28-3500

　※市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり～生涯学習を応援します～

サークル活動の紹介

イ ベ ン ト 情 報
イベント 開催地 期　　日 お問い合わせ 電話番号

婦 人 之 友 表 紙 原 画 展 青 森 市 7月 2 日～ 19日 県 立 郷 土 館 017-777-1585

ホタル＆湧き水まつり 横 浜 町 7月 10日 横浜ホタル村事務局 0175-78-2111

福浦歌舞伎『夏の段』 佐 井 村 7月 18日 佐井村産業振興課 0175-38-2111

花 菖 蒲 ま つ り 十和田市 7月 中 旬 ま で 手 作 り 村 鯉 艸 郷 0176-27-2516

南郷サマージャズフェスティバル 南 郷 村 7月 24日 南 郷 村 企 画 調 整 課 0178-82-2113

（２００４年・第５８５号）

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介

　

公
民
館
の
市
民
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

等
の
講
座
修
了
生
が
中
心
に
な
り
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

公
民
館
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
文
化
祭
に
参
加
す
る
な

ど
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
も
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
募
集
中

の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24

－

１
２
２
４

サークル名 活動日時 会費 その他

写 真 ク ラ ブ『 瞬 間 』 月 １ 回 18:30～ 21:00 交流会ごとに徴収 年４回撮影会

籐手芸サークル『FLOWER』 毎週火曜日 10:00～15:00

料 理 サ ー ク ル 月 １ 回 10:00～12:00 1,000円／月

こ ぎ ん サ ー ク ル 月 ２ 回 9:00～15:00

裂 織 サ ー ク ル 毎週月～土曜日 8:30～17:00 大平町の機織場で活動

手芸サークル『リボン』 月 ２ 回 10:00～15:00 500円／月

英 会 話 サ ー ク ル 月 ２ 回 18:30～ 20:30 1,000円／月

む つ 英 会 話 サ ー ク ル 月 ３ 回 19:00～ 21:00 1,500円／月

ヨ ー ガ サ ー ク ル 月４回（木曜日） 10:00～12:00 2,000円／月

絵 て が み サ ー ク ル 第２・４土曜日 10:00～12:00

木 彫 り サ ー ク ル 月 ２ 回 18:00～ 21:00 3,000円／月

陶紙＆ステンドグラスサークル 月 ２ 回 10:00～15:00 2,000円／月

ストーリーテリング『ひばの会』 月 ２ 回 10:00～12:00

パ ッ チ ワ ー ク サ ー ク ル 月 ２ 回 9:00～15:00

む つ 陶 芸 サ ー ク ル 不 定 期
9:00～17:00
18:00～ 21:00

陶 芸 ゼ ミ ' 7 1 第２・４土曜日 9:00～17:00 2,000円／年

陶 芸 サ ー ク ル 月 １ 回 18:00～ 21:30 500円／月
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田
名
部
の
街
に
あ
る
旧
代
官
所
跡

は
旧
田
名
部
高
等
女
学
校
が
あ
っ
た
処

で
、
今
で
は
年
配
者
の
方
の
思
い
出
深

い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
藩
政（
江
戸
）時
代

に
は
盛
岡
南
部
藩
が
田
名
部
通
り
（
下

北
半
島
）の
要
と
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
中
世
の

城
郭
の
あ
っ
た
処
で
も
あ
る
。
現
在
は

公
園
と
な
っ
て
お
り
、
公
園
の
中
心
に

大
き
な
高
野
槇
が
あ
る
。

　

田
名
部
館
が
歴
史
に
登
場
す
る
の
は

む
つ
市
の
遺
跡
探
訪
（
35
）

〜
田
名
部
館
遺
跡
〜

日
本
考
古
学
協
会
会
員
・
む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

橘　
　
　

善　

光

田名部館濠跡（恐山街道から）

中
世
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、（
こ
の
あ
た

り
に
つ
い
て
は
、
む
つ
市
文
化
財
調
査
報
告

第
24
集
に
細
部
に
わ
た
り
記
さ
れ
て
い
る

の
で
参
照
く
だ
さ
い
）む
つ
市
教
委
や
県

教
委
で
の
発
掘
成
果
が
あ
り
、
十
四
世

紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
肥
前
や

中
国
の
青
磁
碗
片
、江
戸
時
代
の
古
銭
、

漆
器
椀
、
鍋
蓋
、
箸
な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
付
図
の
写
真
は
恐
山
街
道
か

ら
み
た
内
壕
の
一
部
で
す
。

　

現
在
、
公
園
の
中
の
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

春　

夏　

秋　

冬

・
透
き
と
お
り
溢
れ
流
る
る
檜
葉
の
湯
は
奥
山
な
れ
ば
客
わ
れ
等
の
み

倉　

成　

ト　

キ

・
初
孫
を
お
そ
る
お
そ
る
抱
い
て
み
る
腕
に
伝
わ
る
た
し
か
な
命

坂　

本　

幸　

子

・
ク
ロ
ー
バ
ー
香
り
吹
き
上
ぐ
る
歩
道
橋
登
校
子
ら
の
笑
顔
か
け
行
く

葛　

西　

美
保
子

・
眼
の
な
か
に
砲
弾
破
片
痛
む
と
ふ
モ
ハ
マ
ド
少
年
小
さ
き
手
を
振
る

相　

良　
　
　

茂

・
観

音

を

数

へ

て

行

き

し

夏

木

立

 

須　

藤　

繁　

一

・
奥

薬

研

湯

舟

一

人

の

夜

の

蛭
 

吉

田

か
つ
よ
詩

俳　句 短　歌

（２００４年・第５８５号）

月日 行程 宿泊 食事

９
月
22
日（
水
）

東山温泉

『東　鳳』

�0242-26-4141

朝×

昼○

夕○

９
月
23
日（
木
）

朝○

昼○

夕×

姉妹都市締結20周年記念事業

会津若松の旅
歴史薫る会津の町と自慢の温泉をたっぷりと味わう旅へ！

　〈旅行期間〉9 月 22日（水）～ 23日（木）　〈旅行代金〉44,000円
　〈募集人員〉80 名（最小催行人数 60名）〈お申込金〉12,000円
　〈締め切り〉9 月 1日（水）　※満員になり次第〆切りいたします。　

東日本旅客鉄道株式会社（東京都知事登録国内旅行業第2-2743号）

大湊駅旅行センター
�0175-29-1645

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

　

こ
の
見
学
会
は
、
市
内
の
施
設
へ
の

関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
行
な
う
も
の
で
す
。
暮
ら
し
の
中
で

も
っ
と
も
身
近
な
施
設
の
見
学
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

７
月
28
日（
水
）午

後
１
時
〜
４
時
30
分

〈
定
員
〉30
名（
先
着
順
）

〈
申
込
方
法
〉

７
月
５
日（
月
）か
ら
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

〈
コ
ー
ス
〉

・
下
北
地
域
一
般
廃
棄
物
等
処
理
施

設（
ア
ッ
ク
ス
グ
リ
ー
ン
）

・
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

・
消
防
署

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
広
報
広
聴
課

�

22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
２
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（２００４年・第５８５号）

　６月 11日（金）・第一田名部小学校遠足（１年生）
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ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
希
望
品
…
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
犬
用
ケ
ー

ジ
（
中
型
）、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
寝

か
せ
る
タ
イ
プ
）

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

（２００４年・第５８５号）

　

む
つ
市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
読
書
と
創

作
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
『
む
つ
市
立
図
書
館
詩
歌
コ
ン

ク
ー
ル
』の
作
品
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
、
本
紙
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
資
格
〉

　

む
つ
市
在
住
の
方
（
む
つ
市
に
通
学
、

通
勤
す
る
方
を
含
み
ま
す
。）

平
成
16
年
度
『
む
つ
市
立
図
書
館
詩
歌
コ
ン
ク
ー
ル
』
作
品
募
集

〜
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
４
部
門
〜

〈
応
募
方
法
〉

　

作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
各
部

門
と
も
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
、
一
般
ご
と
に
募
集
い
た
し
ま
す
。

※
所
定
の
応
募
用
紙
お
よ
び
付
箋
用
紙
は
、

市
立
図
書
館
、
市
役
所
総
合
案
内
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。

〈
作
品
規
定
〉

 
・
詩
の
部

　

応
募
点
数
は
２
編
ま
で
と
し
、
１

編
に
つ
き
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

ま
で
と
し
ま
す
。（
所
定
の
付
箋
用
紙
ま

た
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

む
つ
市
民
大
学
基
本
コ
ー
ス

〜
市
民
大
学
登
録
者
以
外
の
方
で
も
聴
講
で
き
ま
す
〜

〈
い
つ
〉７
月
15
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館
講
堂

〈
テ
ー
マ
〉

『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
』

〈
講
師
〉む
つ
警
察
署
総
務
課
相
談
係
長

斎　

藤　

守　

夫　
氏

〈
そ
の
他
〉

　

市
民
大
学
で
は
受
講
登
録
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�

24

－

１
２
２
４

【つくってたいけん工作コーナーに参加しよう！】

　当館では、毎週土曜日と日曜日、祝日にちびっこを対象

に『つくってたいけん工作コーナー』を開催しています。メ

ニューは、７月17日から『空気砲をつくろう』に替わり『の

ぼり虫くんをつくろう』になります。手作りの虫が棒を何

回ひっくり返してもひとりでに上にのぼっていくものです。

予約や参加費は必要ありませんので、ぜひオリジナルの虫

を作って遊んでみてくださいね！

【７・８・９月コミュニケーションシアターのご案内】

　７月から『しぜんとあそぼ ～くらげ～』に替わり、『しぜ

んとあそぼ ～うさぎ～』（15分間）を上映いたします。

　アナウサギという野生動物の彼らは、その名の通り穴を

掘るのが得意です。普段は草や木の葉を食べたり、海辺で

お昼寝したり、のんびり群れで生活しています。しかし、

そんなうさぎたちも危険が迫ると機敏な動きで敵から身を

守ることも…!?

　当館にお越しの際は、普段は見ることができないうさぎ

の様子を、ぜひご覧になってみてください。

【７・８・９月探求コーナーのお知らせ】

　７月から『真空の世界を調べよう』に替わり『電子発見の歴

史を調べよう』を開催します。開催日は、第２・４土曜日、

毎週日曜日、祝日です。メニューは次の通りですので、ご

来館の際にはお気軽にご参加ください。

○超低温の世界を調べよう（11:00～11:30）

　マイナス196℃の液体窒素を使って、色々なものを凍ら

せて超低温で起こる不思議な現象を体験出来ます。

○電子発見の歴史を調べよう（14:00～14:30）

　電気製品などを働かせている電子が、どのように発見さ

れたのかを探っていきます。

○ミクロの世界を調べよう（15:00～16:00）

　顕微鏡を使って花の花粉や海の小動物などを観察します。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

記
し
た
も
の
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

 

・
短
歌
の
部
・
俳
句
の
部
・
川
柳
の
部

　

応
募
点
数
は
３
首
（
句
）ま
で
と

し
、
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
官
製

ハ
ガ
キ 

（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
期
間
〉

７
月
１
日（
木
）〜
９
月
10
日（
金
）必
着

〈
応
募
方
法
〉

　

市
立
図
書
館
ま
で
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

〒
０
３
５

－

０
０
７
３

む
つ
市
中
央
二
丁
目
３
番
10
号

市
立
図
書
館『
詩
歌
コ
ン
ク
ー
ル
』係

�

28

－

３
５
０
０

28

－

３
４
０
０　
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6 月１日現在　平均価格

〈灯　　油〉　☆ 1 ローリー価格
　　　　　　☆ 18 配達価格
〈ＬＰガス〉　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス 10 ｍ3

〈ガソリン〉　☆レギュラー１ 現金
　　　　　　☆軽油１ 現金

今月平均
48 円
884 円
4,070 円
6,540 円
111 円
88 円

価格の幅
44 ～ 52
 792 ～ 964
3,950 ～ 4,252
6,350 ～ 6,615
 106 ～ 117
 82 ～ 96

前月平均
（46 円）
（849 円）
（4,086 円）
（6,562 円）
（107 円）
（86 円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース ＝
（税込）

（２００４年・第５８５号）

情報公開の運用状況
　むつ市情報公開条例第１９条の規定に基づき、平成１５

年度の公文書の開示状況をお知らせします。

開示請求・

開示の申出

の別

件数

処理の状況

不服申立て
開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ

開示請求 11 7 3 0 1 0 0
開示の申出 4 1 1 0 2 0 0

〈詳しくは〉市総務課行政係22-1111内線142

乳幼児結核検診
（ツベルクリン反応検査・BCG）

　乳幼児結核検診（ツベルクリン反応・BCG予

防接種）を実施いたしますので、BCGを受けて

いない方は日程表をご覧になり、都合のよい日

においでください。

　判定および BCG接種は、ツベルクリンを実

施した２日後に同じ会場で行ないます。

【ツベルクリン反応検査】

実施日 受付時間 実施場所

７月27日（火）12:45～13:00 下北文化会館

７月28日（水）13:15～13:30 下北文化会館

※『すこやかブック』のツベルクリン反応検査予診票

と母子健康手帳を持参してください。

乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業

　

市
で
は
、
出
生
か
ら
小
学
校
就
学
の
始

期
に
達
す
る
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、

医
療
費
給
付
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
医
療
費
〉

◎
０
〜
３
才
児

 

・
入
院
、
通
院
の
医
療
費（
医
療
保
険
対

象
分
）

 

・
入
院
時
の
食
事
療
養
費
に
係
わ
る

標
準
負
担
額

◎
４
才
児
〜
就
学
前
の
児

 

・
入
院
の
医
療
費（
医
療
保
険
対
象
分
）

 

・
入
院
時
の
食
事
療
養
費
に
係
わ
る

標
準
負
担
額

〈
資
格
証
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

 

・
保
険
証（
お
子
さ
ん
の
名
前
が
入
っ
た
も
の
）

※
１
月
１
日
現
在
、
む
つ
市
に
住
所
を
有
し

な
い
転
入
者
で
、
資
格
証
の
交
付
申
請
を

す
る
方
は
、
所
得
確
認
の
た
め
源
泉
徴
収

票
・
所
得
課
税
証
明
書
・
住
民
税
課
税
通

知
書
の
い
ず
れ
か
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
医
療
費
給
付
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

 

・
保
険
証　

・
資
格
証

 

・
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

※
レ
シ
ー
ト
は
必
ず
医
療
機
関
か
ら
印
を
も

ら
い
、
お
子
さ
ん
の
名
前
を
記
入
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

・
通
帳（
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�
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－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
は
、
特
に

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
菌
を
つ
け
な
い

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
真
水
に
弱
い
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
生
の
魚
、
貝
、
イ
カ

等
を
水
道
水
で
充
分
洗
っ
て
か
ら
調
理

し
ま
し
ょ
う
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
他
の
食
中
毒
菌

に
比
べ
て
増
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の

で
、
特
に
生
で
食
べ
る
魚
等
を
取
り
扱

う
場
合
は
、
調
理
前
後
に
は
５
℃
以
下

に
冷
蔵
保
管
す
る
よ
う
に
し
、
調
理
は

手
早
く
行
な
い
、
調
理
後
は
早
め
に
食

心
の
健
康
づ
く
り
講
座

　

下
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
保
健
部
（
む
つ
保
健
所
）で
は
、
次

の
と
お
り
『
心
の
健
康
づ
く
り
講
座
』を

開
催
し
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
市
健
康
推
進
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉７
月
22
日（
木
）午

後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉

大
曲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

①
講
話
…
『
こ
こ
ろ
の
病
と
そ
の
特
徴
』

む
つ
総
合
病
院
精
神
科
副
部
長

浜　

田　

美　

実　

氏

②
ビ
デ
オ
学
習
…『
新
し
い
風
が
吹
く
ま
で
』

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
４
３

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
菌
を
な
く
す

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
熱
に
弱
い
の
で
、

魚
等
を
焼
い
た
り
煮
た
り
す
る
場
合
に

は
、
中
ま
で
充
分
に
熱
を
加
え
、
調
理

後
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

④
菌
を
つ
け
な
い

　

魚
介
類
の
調
理
に
使
用
し
た
ま
な

板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
等
は
、
汚
れ
を
洗

い
落
と
し
た
後
に
、
熱
湯
等
で
消
毒
し
、

乾
燥
を
充
分
に
行
な
い
、
清
潔
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、調
理
の
前
後
に
は
、

必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
い
、
消
毒
液
で

手
指
の
消
毒
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22

－
１
１
１
１
内
線
４
４
３
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★ 20日（火）

 むつ市役所（成分献血）

★ 22日（木）

 日本原子力研究所むつ事業所

 航空自衛隊大湊分屯基地

★ 23日（金）

 県立田名部高等学校

 県合同庁舎

　時間は午後８時から午後 11 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック

ちば小児科アレルギー科クリニック

木 村 産 婦 人 科 医 院

渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院

田 村 胃 腸 科 内 科 医 院

☆　４　日（日）

☆ 11 日（日）

☆ 18 日（日）

☆ 19 日（祝）

☆ 25 日（日）

７ 月 の 在 宅 当 番 医

赤ちゃん教室（小児科）

生後４か月～９か月になるまでの乳児が対象です。
場所は下北文化会館集会娯楽室。

７月 21日（水）
13:10 ～ 13:20

10 か月児健康診査

平成15年９月生まれの乳児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

７月 30日（金）
12:40 ～ 12:50

１才６か月健康診査

平成14年 12月生まれの幼児が対象です。場所は
下北文化会館検査検診室。

７月 23日（金）
13:00 ～ 13:20

２才児歯科健康診査

平成14年１月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

７月８日（木）
13:00 ～ 13:20

３才児健康診査

平成13年１月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

７月 13日（火）
12:00 ～ 12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が
健康についてのご相談をお受けします。

７月の健康相談（高血圧症）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が高血圧症につ
いてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線 443

毎週月曜日
13:00 ～ 15:00

毎週火～金曜日
13:00 ～ 15:00

７ 月 の 献 血 受 付 日 程

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年 11月生まれおよび平成16年
３月生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

７月 21日（水）
10:10 ～ 10:20

� 23-0033

� 33-8001

� 22-3323

� 22-5800

� 22-4010

　　　

10:30～16:30

10:30～11:45
13:30～16:30

10:30～13:15
14:30～16:00

荒　川　町荒　川　町

みうら　なつきみうら　なつき　 　 くんくん

（２００４年・第５８５号）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

〜
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
普
及
は
、
む
つ
市
保
健
計
画
『
健

康
21
』の
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
』を
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
歩
い
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
歩

こ
う
と
し
て
い
る
方
、
こ
の
機
会
に
効

果
的
な
正
し
い
歩
き
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉７
月
29
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
民
体
育
館

〈
ど
ん
な
〉

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
用
、
く
つ
選

び
、
正
し
い
歩
き
方
等
に
つ
い
て
の

講
義
と
実
技
。

〈
講
師
〉

青
森
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
指
導
員

〈
そ
の
他
〉

　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉７
月
23
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
４
２

これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 ７月６日

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 ７月６日

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 ７月23日

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00
ちばクリニック ……… 14:00～15:00

（接種時間14:00～15:30）　　
菊 池 医 院 ……… 13:30～14:30
どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30

※予約締切・７月９日（金）



（２００４年・第５８５号）

　６月 11日（金）・第一田名部小学校遠足（２年生）

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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